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空前の抹茶ブームで京都の茶業一変！
ここ数年の抹茶ブームで、京都のお茶製造業の業態
が大きく変わっている。以前から抹茶は人気があった
が、最近の抹茶ブーム、とりわけインバウンド海外か
らの観光客にアピールして、海外での抹茶人気が高
まった。国内はもとより海外でも空前の抹茶ブームに
なり、抹茶の原料である碾茶（てんちゃ）の生産が急
増している。お茶栽培農家では、従来の煎茶などの
生産から碾茶にシフトする農家が急増している。

＜解説＞抹茶原料の碾茶の製造にシフトするのは、京都
府だけではない。静岡、鹿児島などの従来のお茶産地でも
顕著な傾向になっている。逆に、煎茶や番茶の製造面積が
急減し、品薄の傾向が明らかになった。価格が急騰し、従
来の商売の常識の値段では商いがしにくくなりつつある。
産地では茶葉の取り合いが始まり、正常な取引がしにくくな
りつつある。需給バランスが崩れると、一時的に価格の高
騰を招き、市場が混乱する。海外では、抹茶は健康のシン
ボルのような存在になっている。特に、京都の抹茶は

スペシャルなポジションになっている。抹茶はスイー
ツ製品や乳製品との相性がいい。原料である碾茶は、
生産面積を黒色のカバーで覆い、太陽光を遮蔽し、
光合成を抑制することで、うま味補助成分のテアニン
を増やす方法で栽培される。手間がかかるため、一
気に増産は難しく徐々にしか生産は増やすことがで
きない。昨今の抹茶ブームで、需要が急増したが対
応が難しい。需要が増えたが生産が追い付かないの
で、当然価格は急騰する。これを受けて、茶業農家で
は碾茶製造へと大きくシフト。新たな碾茶製造工場を

京都府南部に新設した事業者もある。周辺の茶業農
家が一斉に碾茶製造へ舵を切った。煎茶は収穫日当
日に、蒸し、もみ、乾燥の工程をする必要があるが、
碾茶は違う。製造業者の負担が軽減できることも大き
く、多くの農家が碾茶製造へシフトした。鹿児島県や
中国の生産者も碾茶製造に大きく転換している。京
都の碾茶農家も、今後の成り行きに懸念を抱いてい
る。碾茶製造に舵を切ったのはいいが、果たしてどこ
までこのブームが続くのか。市場が混乱して、価格が
乱高下し、農家の経営が不安定になることはないか。
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